
BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 1:ごく軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID Ⅲ

平成24年12月27日

本人の意向 家族の意向本人の意向 家族の意向

健康状態

9 9 9
心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３ 音声と発
７．神経筋骨

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発
７ 運動に関

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケ シ ン

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

9

 生年月　 : 1939年7月
 

 年齢　　 ：73歳

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

１．製品と

用具

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

Ⅳ．環境因子　評価点 [９．非該当]は、便宜上、阻害因子としてグラフ化しています

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

180



BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 1:ごく軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS
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 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 4:やや高度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 4:やや高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。
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16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1944年3月
 

 年齢　　 ：67歳

既往歴　 ：昭和39年10月18日周囲への迷惑行為、包丁をもってうろつくなど
の行為あり、26日、精神科病院受診し任意入院となる。入院直後他害行動著し
く11月16日措置入院へ切り替えとなる。平成元年12月31日、医療保護入院へ切
り替えとなる。平成21年5月21日、任意入院へ切り替えとなる。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　なし
 

り替えとなる。平成21年5月21日、任意入院へ切り替えとなる。
 

 生活歴　 ：幼少時より内向的で孤立していた。
 

現病歴　 ：無為・自閉傾向著しく、高度の欠陥状態で能力低下をきたしてい
 る。

 

入院歴　 ：昭和39年10月18日周囲への迷惑行為、包丁をもってうろつくなど
の行為あり、26日、精神科病院受診し任意入院となる。入院直後他害行動著し
く11月16日措置入院へ切り替えとなる。平成元年12月31日、医療保護入院へ切

 り替えとなる。平成21年5月21日、任意入院へ切り替えとなる。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 4:やや高度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 4:やや高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1944年3月
 

 年齢　　 ：67歳

既往歴　 ：昭和39年10月18日周囲への迷惑行為、包丁をもってうろつくなど
の行為あり、26日、精神科病院受診し任意入院となる。入院直後他害行動著し
く11月16日措置入院へ切り替えとなる。平成元年12月31日、医療保護入院へ切
り替えとなる。平成21年5月21日、任意入院へ切り替えとなる。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　なし
 

り替えとなる。平成21年5月21日、任意入院へ切り替えとなる。
 

 生活歴　 ：幼少時より内向的で孤立していた。
 

現病歴　 ：無為・自閉傾向著しく、高度の欠陥状態で能力低下をきたしてい
 る。

 

入院歴　 ：昭和39年10月18日周囲への迷惑行為、包丁をもってうろつくなど
の行為あり、26日、精神科病院受診し任意入院となる。入院直後他害行動著し
く11月16日措置入院へ切り替えとなる。平成元年12月31日、医療保護入院へ切

 り替えとなる。平成21年5月21日、任意入院へ切り替えとなる。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

4:やや高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

5:高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 2405

平成24年12月18日

本人は早期の自宅への退院を希望しているが、治療への反応性が乏しく、ま
た自宅での独居は能力的にも困難であり、退院の目処は立たない。

当院への長期入院を希望している。

本人の意向 家族の意向

薬物反応性の乏しい慢性の統合失調症である。頑固な幻覚妄想があり、さらに自閉、自発性低下、感情鈍麻、人格水準低下などを認める。
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 生年月　 : 1943年2月
 

 年齢　　 ：69歳

生活歴　 ：高校卒業後、自宅で家事手伝いをしていたが、その後両親が亡く
なり40歳頃から一人暮らしをしていた。平成11年11月自宅で衰弱しているのを
発見されＡ総合病院へ救急搬送されている。その後同院精神科へ入院、平成16
年11月Ｂ総合病院精神科へ転院、Ｂ総合病院精神科病棟消失に伴い、平成18年
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阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

合併症　 ：薬剤性パーキンソン症候群、不
 眠症など

 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　非該当
 

 経済（収入）：　なし
 

年11月Ｂ総合病院精神科へ転院、Ｂ総合病院精神科病棟消失に伴い、平成18年
 当院へ紹介となり転院する。

 

現病歴　 ：「悪い人がいたずらする」「お粥は苦いから食べられない」「電
波が飛んでくる」等の妄想的訴えがきかれ、特に入浴を拒否する傾向あり。し

 かし、夜間は良眠できておりその他の精神症状の悪化もみられない。
 

入院歴　 ：平成11年　Ａ総合病院精神科に医療保護入院
平成16年　Ｂ総合病院精神科に任意入院

 平成18年　当院に医療保護入院～現在に至る
 

その他（趣味・嗜好など）：決まった清涼飲料水（DAKARA）を飲用。　1.5L～
 2L/日
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

4:やや高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

5:高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 2405

平成24年12月18日

本人は早期の自宅への退院を希望しているが、治療への反応性が乏しく、ま
た自宅での独居は能力的にも困難であり、退院の目処は立たない。

当院への長期入院を希望している。

本人の意向 家族の意向

薬物反応性の乏しい慢性の統合失調症である。頑固な幻覚妄想があり、さらに自閉、自発性低下、感情鈍麻、人格水準低下などを認める。
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 生年月　 : 1943年2月
 

 年齢　　 ：69歳

生活歴　 ：高校卒業後、自宅で家事手伝いをしていたが、その後両親が亡く
なり40歳頃から一人暮らしをしていた。平成11年11月自宅で衰弱しているのを
発見されＡ総合病院へ救急搬送されている。その後同院精神科へ入院、平成16
年11月Ｂ総合病院精神科へ転院、Ｂ総合病院精神科病棟消失に伴い、平成18年
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阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

合併症　 ：薬剤性パーキンソン症候群、不
 眠症など

 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　非該当
 

 経済（収入）：　なし
 

年11月Ｂ総合病院精神科へ転院、Ｂ総合病院精神科病棟消失に伴い、平成18年
 当院へ紹介となり転院する。

 

現病歴　 ：「悪い人がいたずらする」「お粥は苦いから食べられない」「電
波が飛んでくる」等の妄想的訴えがきかれ、特に入浴を拒否する傾向あり。し

 かし、夜間は良眠できておりその他の精神症状の悪化もみられない。
 

入院歴　 ：平成11年　Ａ総合病院精神科に医療保護入院
平成16年　Ｂ総合病院精神科に任意入院

 平成18年　当院に医療保護入院～現在に至る
 

その他（趣味・嗜好など）：決まった清涼飲料水（DAKARA）を飲用。　1.5L～
 2L/日
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

6:非常に高度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
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6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

両親も他界しており、兄弟が実家の後を継いでいる。しかし、兄弟も高齢と
なっており、甥･姪世代となっているため、本人の受け入れに対しては、消極
的である。本人への面会の回数も減ってきている現状である。

95527

平成24年11月30日

陰性症状が著明であるため、自発性に欠けるが、退院するとすれば、実家へ
退院するしかないと言う。

本人の意向 家族の意向

身体疾患もなく、体力も年相応の状態であるが、精神症状的には、陽性症状は、認められないが、陰性症状が著明であり、他者との交流もなく、病室で過ごす
事が多く、職員の声かけにより、身の回りの事、日中活動への参加が辛うじて出来ている状況である。

本人の意向 家族の意向

健康状態
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 生年月　 : 1936年6月
 

 年齢　　 ：76歳

 既往歴　 ：なし。
 

生活歴　 ：中学卒業後、大工の見習いをしたが、1ヶ月で辞める。この頃（１
６歳）、発病と思われる。
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阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 ６歳）、発病と思われる。
 

現病歴　 ：退職後、自宅に居たが、精神的に不安定となり、無為自閉の生活
を送っていたが、昭和３０年１０月警察に保護され、湖山荘に入院。しかし、
治らないと言われ、２ヶ月で退院。その後、治療中断していた。昭和３４年４

 月症状再燃し、同年４月２０日より当院入院となる。
 

入院歴　 ：①昭和３０年１０月～３０年１２月。
 ②昭和３４年４月２０日～現在。

 

その他（趣味・嗜好など）：趣味：なし。嗜好品：飲酒（－）、たばこ
 （－）。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

6:非常に高度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。
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　 不適切な情動
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欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

両親も他界しており、兄弟が実家の後を継いでいる。しかし、兄弟も高齢と
なっており、甥･姪世代となっているため、本人の受け入れに対しては、消極
的である。本人への面会の回数も減ってきている現状である。

95527

平成24年11月30日

陰性症状が著明であるため、自発性に欠けるが、退院するとすれば、実家へ
退院するしかないと言う。

本人の意向 家族の意向

身体疾患もなく、体力も年相応の状態であるが、精神症状的には、陽性症状は、認められないが、陰性症状が著明であり、他者との交流もなく、病室で過ごす
事が多く、職員の声かけにより、身の回りの事、日中活動への参加が辛うじて出来ている状況である。

本人の意向 家族の意向

健康状態
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 生年月　 : 1936年6月
 

 年齢　　 ：76歳

 既往歴　 ：なし。
 

生活歴　 ：中学卒業後、大工の見習いをしたが、1ヶ月で辞める。この頃（１
６歳）、発病と思われる。
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阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 ６歳）、発病と思われる。
 

現病歴　 ：退職後、自宅に居たが、精神的に不安定となり、無為自閉の生活
を送っていたが、昭和３０年１０月警察に保護され、湖山荘に入院。しかし、
治らないと言われ、２ヶ月で退院。その後、治療中断していた。昭和３４年４

 月症状再燃し、同年４月２０日より当院入院となる。
 

入院歴　 ：①昭和３０年１０月～３０年１２月。
 ②昭和３４年４月２０日～現在。

 

その他（趣味・嗜好など）：趣味：なし。嗜好品：飲酒（－）、たばこ
 （－）。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

6:非常に高度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

6:非常に高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 6:非常に高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 4:やや高度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 1

平成24年12月27日

「正月とお盆には外出や外泊などをしたい。」などの、外出や外泊の希望が
ほとんどである。消極的ではあるが時折「退院したい。」と話すこともある。

両親は死亡していて、兄の高齢かもありここ１０年ほどは本人が外出や外泊を
希望しても断り続けている。

本人の意向 家族の意向

身体的なものは、心電図は正常範囲内で問題なし。血液検査も、特に大きい問題はなし。胸部レントゲンも特に今のところ問題なし。足腰が弱くなり、時々転
倒して顔面その他の打撲が見られる。認知症的なもの忘れなどの症状が時々見られる。
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 生年月　 : 1939年10月
 

 年齢　　 ：73歳

 既往歴　 ：身体面などでは特になし。
 

生活歴　 ：幼少期はわがままな子だった。言ってることや欲しい物がコロコ
ロと変わり、欲しいものを手に入れてもすぐに次のものを欲しがるような子
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阻害因子
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：アルツハイマー性認知症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　なし
 

ロと変わり、欲しいものを手に入れてもすぐに次のものを欲しがるような子
だった。１２～１３歳児に発症暴言や暴力などはないが、まともに学校には行

 ける状態ではなく農業や家のことも手伝えなかった。
 

現病歴　 ：昭和２６年から２７年ごろ（本人が１２歳から１３歳）に精神科
に受診歴があるも中断し、家では面倒が見れなくなり民生委員に当院を紹介さ

 れ昭和４０年（本人２６歳ごろに）入院となっている。
 

 入院歴　 ：昭和４０年に当院入院して現在に至っている。
 

その他（趣味・嗜好など）：新聞を読むことを楽しみにしている。コーヒーや
 カレーなどを楽しみにしている。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

6:非常に高度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

6:非常に高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 6:非常に高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 4:やや高度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 1

平成24年12月27日

「正月とお盆には外出や外泊などをしたい。」などの、外出や外泊の希望が
ほとんどである。消極的ではあるが時折「退院したい。」と話すこともある。

両親は死亡していて、兄の高齢かもありここ１０年ほどは本人が外出や外泊を
希望しても断り続けている。

本人の意向 家族の意向

身体的なものは、心電図は正常範囲内で問題なし。血液検査も、特に大きい問題はなし。胸部レントゲンも特に今のところ問題なし。足腰が弱くなり、時々転
倒して顔面その他の打撲が見られる。認知症的なもの忘れなどの症状が時々見られる。
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 生年月　 : 1939年10月
 

 年齢　　 ：73歳

 既往歴　 ：身体面などでは特になし。
 

生活歴　 ：幼少期はわがままな子だった。言ってることや欲しい物がコロコ
ロと変わり、欲しいものを手に入れてもすぐに次のものを欲しがるような子
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阻害因子
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：アルツハイマー性認知症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　なし
 

ロと変わり、欲しいものを手に入れてもすぐに次のものを欲しがるような子
だった。１２～１３歳児に発症暴言や暴力などはないが、まともに学校には行

 ける状態ではなく農業や家のことも手伝えなかった。
 

現病歴　 ：昭和２６年から２７年ごろ（本人が１２歳から１３歳）に精神科
に受診歴があるも中断し、家では面倒が見れなくなり民生委員に当院を紹介さ

 れ昭和４０年（本人２６歳ごろに）入院となっている。
 

 入院歴　 ：昭和４０年に当院入院して現在に至っている。
 

その他（趣味・嗜好など）：新聞を読むことを楽しみにしている。コーヒーや
 カレーなどを楽しみにしている。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 1:ごく軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

3:中等度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 4:やや高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 3:中等度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 1:ごく軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

3:中等度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 4:やや高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 3:中等度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 4:やや高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 4:やや高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1943年4月
 

 年齢　　 ：69歳

 既往歴　 ：中学３年の時に登校拒否。
 

 生活歴　 ：中学３年の時に幻聴出現し、無為・自閉的になる。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴　 ：中学３年の時に幻聴出現し家族に乱暴して昭和３６年６月措置入
 院となる。入院後も暴力・不穏状態続き、長期入院中。

 

 入院歴　 ：昭和３６年５月より入院療養中。
 

 その他（趣味・嗜好など）：病棟内ウォーキング
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 4:やや高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 4:やや高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成24年12月27日

具体的な意思表示等ない。 療養に対して特に支援はない。
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 生年月　 : 1943年4月
 

 年齢　　 ：69歳

 既往歴　 ：中学３年の時に登校拒否。
 

 生活歴　 ：中学３年の時に幻聴出現し、無為・自閉的になる。

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

１．製品と

用具

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴　 ：中学３年の時に幻聴出現し家族に乱暴して昭和３６年６月措置入
 院となる。入院後も暴力・不穏状態続き、長期入院中。

 

 入院歴　 ：昭和３６年５月より入院療養中。
 

 その他（趣味・嗜好など）：病棟内ウォーキング
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

4:やや高度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 5:高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

3:中等度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

4:やや高度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 5:高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

3:中等度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成25年1月4日

00101109
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 生年月　 : 1935年2月
 

 年齢　　 ：77歳

 入院歴　 ：総武病院入院48年9カ月
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：高血圧
 

 経済（収入）：　なし
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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患者ID

平成25年1月4日
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 年齢　　 ：77歳

 入院歴　 ：総武病院入院48年9カ月
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：高血圧
 

 経済（収入）：　なし
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 2:軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 16

平成24年12月26日
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 生年月　 : 1943年12月
 

 年齢　　 ：69歳

 既往歴　 ：一時期肥満傾向。現在は解消。他に特記すべきものなし。
 

生活歴　 ：両親共に結核にて死去（父：本人16才時、母：本人4才時）。母死
去後、父再婚。異母弟1人あり。中学校時、不登校の傾向あり。高1で中退。父
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

去後、父再婚。異母弟1人あり。中学校時、不登校の傾向あり。高1で中退。父
方の叔母が面倒をみてくれた。S35.5～36.3東京の文房具店に勤めたが勤務状
態がだらしなく退職。S36.4～37.11大阪の自動車部品会社に勤めたが仕事中に
どこかへ行ってしまうなどの行動あり。発病後は、長期入院となり、就労はし

 ていない。
 

現病歴　 ：S37.11頃発病。急に不穏となり、一時布団に入るなどの状態と
大阪の小曽根HPへ入院（S37.11.7～43.12.29）。その後、当院に転入院。

 S43.12.30以来当院に入院中。
 

入院歴　 ：2回あり。①大阪の小曽根HP　S37.11.7～43.12.29　②当院
 S43.12.30～現在　

 

 その他（趣味・嗜好など）：読書（推理小説）、映画鑑賞。新聞を精読。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 2:軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 16

平成24年12月26日
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 生年月　 : 1943年12月
 

 年齢　　 ：69歳

 既往歴　 ：一時期肥満傾向。現在は解消。他に特記すべきものなし。
 

生活歴　 ：両親共に結核にて死去（父：本人16才時、母：本人4才時）。母死
去後、父再婚。異母弟1人あり。中学校時、不登校の傾向あり。高1で中退。父
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

去後、父再婚。異母弟1人あり。中学校時、不登校の傾向あり。高1で中退。父
方の叔母が面倒をみてくれた。S35.5～36.3東京の文房具店に勤めたが勤務状
態がだらしなく退職。S36.4～37.11大阪の自動車部品会社に勤めたが仕事中に
どこかへ行ってしまうなどの行動あり。発病後は、長期入院となり、就労はし

 ていない。
 

現病歴　 ：S37.11頃発病。急に不穏となり、一時布団に入るなどの状態と
大阪の小曽根HPへ入院（S37.11.7～43.12.29）。その後、当院に転入院。

 S43.12.30以来当院に入院中。
 

入院歴　 ：2回あり。①大阪の小曽根HP　S37.11.7～43.12.29　②当院
 S43.12.30～現在　

 

 その他（趣味・嗜好など）：読書（推理小説）、映画鑑賞。新聞を精読。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 02

平成24年12月30日

退院は絶対したくない。ずっと病院においてほしい。 ずっと病院にいてほしい。

本人の意向 家族の意向

70歳をすぎてから、肺炎を起こしやすくなっている。身体治療中、精神不穏をきたすことがあり、拘束を余儀なくされる。そのため、廃用症候群を続発しやす
い。

本人の意向 家族の意向

健康状態

9 9 9
心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３ 音声と発
７．神経筋骨

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発
７ 運動に関

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケ シ ン

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

9

 生年月　 : 1936年11月
 

 年齢　　 ：76歳

 既往歴　 ：70歳を過ぎてから肺炎を起こしやすくなっている。
 

生活歴　 ：9人きょうだいの7番目（5男）として生育。中卒後、製缶工場に
1951年〜1966年ごろまで勤務。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

1951年〜1966  年ごろまで勤務。
 

現病歴　 ：1966年（昭和41年）7月頃より怠勤がちとなる。徐々に滅裂言動が
 出現。同年8月当院受診。心気妄想と被害妄想も認められた。

 

入院歴　 ：1966年8月2日入院するも9月、外泊中に帰院せず退院となる。その
後短期間仕事をしたが徐々に自閉がちの生活となる。1967年12月15日再入院、

 そのまま現在に至る。
 

その他（趣味・嗜好など）：スポーツ観戦（特にプロ野球と相撲）を非常に好
 む。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 02

平成24年12月30日

退院は絶対したくない。ずっと病院においてほしい。 ずっと病院にいてほしい。

本人の意向 家族の意向

70歳をすぎてから、肺炎を起こしやすくなっている。身体治療中、精神不穏をきたすことがあり、拘束を余儀なくされる。そのため、廃用症候群を続発しやす
い。
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 生年月　 : 1936年11月
 

 年齢　　 ：76歳

 既往歴　 ：70歳を過ぎてから肺炎を起こしやすくなっている。
 

生活歴　 ：9人きょうだいの7番目（5男）として生育。中卒後、製缶工場に
1951年〜1966年ごろまで勤務。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

1951年〜1966  年ごろまで勤務。
 

現病歴　 ：1966年（昭和41年）7月頃より怠勤がちとなる。徐々に滅裂言動が
 出現。同年8月当院受診。心気妄想と被害妄想も認められた。

 

入院歴　 ：1966年8月2日入院するも9月、外泊中に帰院せず退院となる。その
後短期間仕事をしたが徐々に自閉がちの生活となる。1967年12月15日再入院、

 そのまま現在に至る。
 

その他（趣味・嗜好など）：スポーツ観戦（特にプロ野球と相撲）を非常に好
 む。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 4:やや高度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 5:高度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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患者ID 03

平成25年1月4日

ずっと入院していたい。退院は嫌。 家族はいない

本人の意向 家族の意向

特記事項なし

本人の意向 家族の意向

健康状態

9 9 9
心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３ 音声と発
７．神経筋骨

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発
７ 運動に関

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケ シ ン

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

9

 生年月　 : 1937年5月
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：不明
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 4:やや高度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 5:高度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 03

平成25年1月4日
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：不明
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 1:ごく軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

保護者が変わりになっている弟ががんで闘病中のため、支えることが困難

12

平成24年12月30日

入院生活下では適応しており、それ以上望んでいない様子。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 1:ごく軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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保護者が変わりになっている弟ががんで闘病中のため、支えることが困難
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平成24年12月30日

入院生活下では適応しており、それ以上望んでいない様子。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

5:高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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4
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患者ID 15

平成24年12月20日
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 生年月　 : 1939年10月
 

 年齢　　 ：73歳

 既往歴　 ：特記事項なし
 

生活歴　 ：同胞3名中第1子。中学校卒業後、箱屋にて働いていたが、統合失
調症を発症した。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：不明
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

調症を発症した。
 

現病歴　 ：昭和49年7月に当科初診し、昭和49年、51年に父母は相次いで逝
 去。昭和50年10月から当院入院している。

 

 入院歴　 ：28歳時に精神科病院に入院しているが詳細は不明。
 

 その他（趣味・嗜好など）：無為自閉的に過ごしている。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

5:高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 15

平成24年12月20日
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 生年月　 : 1939年10月
 

 年齢　　 ：73歳

 既往歴　 ：特記事項なし
 

生活歴　 ：同胞3名中第1子。中学校卒業後、箱屋にて働いていたが、統合失
調症を発症した。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：不明
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

調症を発症した。
 

現病歴　 ：昭和49年7月に当科初診し、昭和49年、51年に父母は相次いで逝
 去。昭和50年10月から当院入院している。

 

 入院歴　 ：28歳時に精神科病院に入院しているが詳細は不明。
 

 その他（趣味・嗜好など）：無為自閉的に過ごしている。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 3:中等度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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自宅マンションに帰りたい。妻（実在しない）はＯＫしてくれている。 自営の仕事をしており、日々多忙。本人の面倒を見る余裕はない。母亡きあ
と、マンションで一人暮らしはとても無理。本人を受け入れてくれるグループ
ホームがあれば退院させてみてもいいかと思うが、本音はずっと病院にいて
ほしい。

本人の意向 家族の意向

年齢とともに動作や思考の速度は緩慢となり、理解力はやや低下してきている。病棟での日常生活には特に問題なし。多幸的な気分とともに現実検討障害が
みとめられ、退院に向けての現実的な話ができない。若い頃蓄膿を患ったことを今も気にしており、ときおり「頭がぼーっとする。蓄膿ではないか。検査してほし
い」といった心気的な訴えが聞かれる。
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 生年月　 : 1941年2月
 

 年齢　　 ：71歳

 既往歴　 ：７０歳　肺炎+廃用症候群
 

生活歴　 ：二人兄弟の弟として生育。大学在学中の宗教に熱中し、２年時中
退。２３歳で発病してのち仕事を転々とする。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 退。２３歳で発病してのち仕事を転々とする。
 

現病歴　 ：1964年（23歳時）幻覚妄想状態で発病。1981年（昭59年）より当
 院に入退院をくり返す。

 

 入院歴　 ：H10.2月より当院に6回目の入院中。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。
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　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
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切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 3:中等度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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自宅マンションに帰りたい。妻（実在しない）はＯＫしてくれている。 自営の仕事をしており、日々多忙。本人の面倒を見る余裕はない。母亡きあ
と、マンションで一人暮らしはとても無理。本人を受け入れてくれるグループ
ホームがあれば退院させてみてもいいかと思うが、本音はずっと病院にいて
ほしい。

本人の意向 家族の意向

年齢とともに動作や思考の速度は緩慢となり、理解力はやや低下してきている。病棟での日常生活には特に問題なし。多幸的な気分とともに現実検討障害が
みとめられ、退院に向けての現実的な話ができない。若い頃蓄膿を患ったことを今も気にしており、ときおり「頭がぼーっとする。蓄膿ではないか。検査してほし
い」といった心気的な訴えが聞かれる。
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9 9 9
心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３ 音声と発
７．神経筋骨

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発
７ 運動に関

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケ シ ン

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

9

 生年月　 : 1941年2月
 

 年齢　　 ：71歳

 既往歴　 ：７０歳　肺炎+廃用症候群
 

生活歴　 ：二人兄弟の弟として生育。大学在学中の宗教に熱中し、２年時中
退。２３歳で発病してのち仕事を転々とする。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 退。２３歳で発病してのち仕事を転々とする。
 

現病歴　 ：1964年（23歳時）幻覚妄想状態で発病。1981年（昭59年）より当
 院に入退院をくり返す。

 

 入院歴　 ：H10.2月より当院に6回目の入院中。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

6:非常に高度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

6:非常に高度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

5:高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 6:非常に高度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 6:非常に高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常
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17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS
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 生年月　 : 1938年11月
 

 年齢　　 ：74歳

 既往歴　 ：なし
 

生活歴　 ：第5子として東京にて出生。中卒後、工員、転院などの仕事を経て
２２歳時結婚
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 精神障害手帳：　２級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
 

２２歳時結婚
 

現病歴　 ：４０歳頃『頭に電波が走る』という訴え有。大学病院受診したが
自ら中断。その後、幻覚妄想状態を呈し、４階の入院を経て当院２回目の入

 院。
 

 入院歴　 ：１９８２年より計５回の入院。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

6:非常に高度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

6:非常に高度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

5:高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 6:非常に高度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 6:非常に高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1938年11月
 

 年齢　　 ：74歳

 既往歴　 ：なし
 

生活歴　 ：第5子として東京にて出生。中卒後、工員、転院などの仕事を経て
２２歳時結婚
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 精神障害手帳：　２級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
 

２２歳時結婚
 

現病歴　 ：４０歳頃『頭に電波が走る』という訴え有。大学病院受診したが
自ら中断。その後、幻覚妄想状態を呈し、４階の入院を経て当院２回目の入

 院。
 

 入院歴　 ：１９８２年より計５回の入院。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 610288

平成24年12月25日

自分のペースで生活していきたい。
買い物は行きたい時に行きたい。
病院生活には満足しています。

病院生活で皆と一緒に仲良くやってほしい。

本人の意向 家族の意向

日常生活は自立しており、徒歩で行ける範囲の外出は単独で行っている。
血液検査、心電図、X-P検査で特記する異常所見なし
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

安東女学校卒業後、ミシン工場に勤務
 結婚歴1-1

 

現病歴　 ：昭和26年頃より心気妄想、被害妄想出現
昭和29年頃に徘徊、大声、ハサミで布団を切ったり、奇異で滅裂状態で他院に

 入院歴あり
 

 入院歴　 ：当院には昭和40年7月より現在まで入院中である
 

 その他（趣味・嗜好など）：特記なし
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 610288

平成24年12月25日

自分のペースで生活していきたい。
買い物は行きたい時に行きたい。
病院生活には満足しています。

病院生活で皆と一緒に仲良くやってほしい。

本人の意向 家族の意向
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 生年月　 : 1963年1月
 

 年齢　　 ：82歳
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

安東女学校卒業後、ミシン工場に勤務
 結婚歴1-1

 

現病歴　 ：昭和26年頃より心気妄想、被害妄想出現
昭和29年頃に徘徊、大声、ハサミで布団を切ったり、奇異で滅裂状態で他院に

 入院歴あり
 

 入院歴　 ：当院には昭和40年7月より現在まで入院中である
 

 その他（趣味・嗜好など）：特記なし
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

3:中等度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

4:やや高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 1:ごく軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1942年2月
 

 年齢　　 ：70歳

 既往歴　 ：Ｓ４５年頃から統合失調症の治療中
 

生活歴　 ：商業高校中退後、家を出て看護師見習いや美容師の勉強などをし
ていたがいずれも途中で中止し自宅に戻る。その後も家人の反対を押し切って

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

１．製品と

用具

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 精神障害手帳：　１級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

ていたがいずれも途中で中止し自宅に戻る。その後も家人の反対を押し切って
Ｎ市で水商売をしていたこともあったが、長続きせず２ヶ月くらいで帰郷し

 た。
 

現病歴　 ：Ｓ４５年頃よりトイレに入って突然大声で叫ぶ事があり、市内Ｓ
病院（精神科）へ入院するも完治せず退院。自宅で生活していたが、働く意思
もなく精神状態も悪化したためＳ４５年１０月市内Ｋ総合病院（精神科）に入
院する。Ｓ４６年７月退院し半年くらい在宅生活していたが通院不定期となり
症状再燃。Ｓ４７年１２月～Ｓ６１年９月まで同病院へ入院。Ｓ６１年９月当

 院へ転院。現在も入院中。
 

入院歴　 ：初回：詳細不明（Ｓ４５年頃？）Ｓ病院
２回：Ｓ４５年１０月～Ｓ４６年７月　Ｋ総合病院
３回：Ｓ４７年１月～Ｓ６１年９月２日　Ｋ総合病院

 ４回：Ｓ６１年９月３日～現在まで　当院
 

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

Ⅳ．環境因子　評価点 [９．非該当]は、便宜上、阻害因子としてグラフ化しています

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

214



BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

3:中等度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

4:やや高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 1:ごく軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成24年12月28日
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 生年月　 : 1942年2月
 

 年齢　　 ：70歳

 既往歴　 ：Ｓ４５年頃から統合失調症の治療中
 

生活歴　 ：商業高校中退後、家を出て看護師見習いや美容師の勉強などをし
ていたがいずれも途中で中止し自宅に戻る。その後も家人の反対を押し切って
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 精神障害手帳：　１級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

ていたがいずれも途中で中止し自宅に戻る。その後も家人の反対を押し切って
Ｎ市で水商売をしていたこともあったが、長続きせず２ヶ月くらいで帰郷し

 た。
 

現病歴　 ：Ｓ４５年頃よりトイレに入って突然大声で叫ぶ事があり、市内Ｓ
病院（精神科）へ入院するも完治せず退院。自宅で生活していたが、働く意思
もなく精神状態も悪化したためＳ４５年１０月市内Ｋ総合病院（精神科）に入
院する。Ｓ４６年７月退院し半年くらい在宅生活していたが通院不定期となり
症状再燃。Ｓ４７年１２月～Ｓ６１年９月まで同病院へ入院。Ｓ６１年９月当

 院へ転院。現在も入院中。
 

入院歴　 ：初回：詳細不明（Ｓ４５年頃？）Ｓ病院
２回：Ｓ４５年１０月～Ｓ４６年７月　Ｋ総合病院
３回：Ｓ４７年１月～Ｓ６１年９月２日　Ｋ総合病院

 ４回：Ｓ６１年９月３日～現在まで　当院
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 0030210319

平成24年12月26日

死ぬまで病院で生活したい。 遠方で生活しえいるため、日常的な協力は難しい。将来については、本人ま
たは、病院の意向に任せたい。

本人の意向 家族の意向

思考はますます単調となり、生活はパターン化している。興味・関心の幅は狭小化し、毎日を無為に過ごす。作業療法には参加するものの、ずっと同じ種目を
続けており、新しいものに変化させることを極端に嫌う。最近は身のまわりのことや、身だしなみにも無頓着となってきている。以前みられた被害的な訴えは目
立たないが、心気的不安は依然として続いている。
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 生年月　 : 1946年3月
 

 年齢　　 ：66歳

 既往歴　 ：平成7年　膝関節損傷手術
 

生活歴　 ：中学卒業後、生命保険の営業をしていた。22歳時に結婚し、3子を
儲けたが昭和60年に離婚した。
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 儲けたが昭和60年に離婚した。
 

現病歴　 ：昭和6１年に妄想、言動逸脱、支離滅裂等の症状で発症し、能登第
二病院に入院。昭和63年4月当院入院となり、長期入院となっている。平成16
年8月父が病死後、被害念慮やまとまらない行動が増え、日常生活能力の低下

 が目立つ。
 

入院歴　 ：昭和61年能登第二病院（詳細不明）、昭和63年4月28日～平成7年
 10月25日青和病院、平成8年3月27日～現在青和病院

 

その他（趣味・嗜好など）：以前は喫煙していたが、病院内が全面禁煙とな
 り、禁煙した。他、嗜好なし。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 0030210319

平成24年12月26日

死ぬまで病院で生活したい。 遠方で生活しえいるため、日常的な協力は難しい。将来については、本人ま
たは、病院の意向に任せたい。

本人の意向 家族の意向

思考はますます単調となり、生活はパターン化している。興味・関心の幅は狭小化し、毎日を無為に過ごす。作業療法には参加するものの、ずっと同じ種目を
続けており、新しいものに変化させることを極端に嫌う。最近は身のまわりのことや、身だしなみにも無頓着となってきている。以前みられた被害的な訴えは目
立たないが、心気的不安は依然として続いている。
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 生年月　 : 1946年3月
 

 年齢　　 ：66歳

 既往歴　 ：平成7年　膝関節損傷手術
 

生活歴　 ：中学卒業後、生命保険の営業をしていた。22歳時に結婚し、3子を
儲けたが昭和60年に離婚した。
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 儲けたが昭和60年に離婚した。
 

現病歴　 ：昭和6１年に妄想、言動逸脱、支離滅裂等の症状で発症し、能登第
二病院に入院。昭和63年4月当院入院となり、長期入院となっている。平成16
年8月父が病死後、被害念慮やまとまらない行動が増え、日常生活能力の低下

 が目立つ。
 

入院歴　 ：昭和61年能登第二病院（詳細不明）、昭和63年4月28日～平成7年
 10月25日青和病院、平成8年3月27日～現在青和病院

 

その他（趣味・嗜好など）：以前は喫煙していたが、病院内が全面禁煙とな
 り、禁煙した。他、嗜好なし。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

1:ごく軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 3:中等度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 1:ごく軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 2:軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 1:ごく軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 30127305

平成25年1月10日

父親は平成11年・母親は平成21年１月に他界
両親はすでに他界され、弟さんより伝えるも、笑って違うやろと、現在も両親
の死をなかなか受入れない。
口癖のように『退院したい。自宅へ戻って両親と一緒に暮らしたい』と話す。

本人は3人妹弟の長男　（キーパーソンは弟にて大野の実家で生活）
弟述…毎年退院の話が出ますが、実際に社会に出るのにサポート体制が
整っていない。サポート体制があったとしても、事件が起こらないとは限らない
し、私の家族や親戚に迷惑が掛かると困る。両親もすでに亡くなり、今更退院
して生活をと言われても困る。人間らしくさせてやりたいと思いますが、家族や
親戚とも共倒れはしたくない あんな事件を起こし近所に顔向け出来ないし

本人の意向 家族の意向

糖尿あり食事療法。
幻聴による独語や自閉的で意欲低下・感情平板化などの陰性症状を主体とした疎通欠陥状態である。
妄想による突発的暴力もあり、他患者との関係を築くことが困難である。

親戚とも共倒れはしたくない。あんな事件を起こし近所に顔向け出来ないし、
一生入院生活を送って欲しい気持ちで、正直どうしょうも無い。
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 生年月　 : 1951年8月
 

 年齢　　 ：61歳

 既往歴　 ：高校2年時　蓄膿症のope受ける
 

生活歴　 ：3人妹弟の長男。18歳の頃より蓄膿症もあり変な臭いがすると２～
３回手術をしたが治らなかった。その後東京へ行き、暫く後福井に帰省する前
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阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
 

３回手術をしたが治らなかった。その後東京へ行き、暫く後福井に帰省する前
に長野に立ち寄り、そこで刃物を持っていたため逮捕され、上野刑務所に入
る。囚人と喧嘩となり、頭を殴られ約２ヶ月意識不明の状態であった。半身不
随になるとまで言われたが、八王子医療刑務所での治療により改善。出所後福

 井に戻る。　　　　　
 

現病歴　 ：昭和45年三精病院受診、ノイローゼと診断され病院を転々と受
診。　　　　　　　　　　　　　　　　昭和52年11月、幻聴あり実家近くの
ショッピングセンターにて、面識の無いパートのおばさんを、小頭大の石で殴
り瀕死の重傷を負わせ、当院へ措置入院となる。　　　　　現在、自閉・意欲

 低下・感情の平板化などの陰性症状を主体とした疎通欠陥状態である。
 

入院歴　 ：昭和52年11月21日　松原病院入院（措置入院）平成８年6月１日
 （任意入院変更現在に至る）

 

 その他（趣味・嗜好など）：趣味：特になし　　嗜好：コカコーラ飲用
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

1:ごく軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 3:中等度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 1:ごく軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 2:軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 1:ごく軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 30127305

平成25年1月10日

父親は平成11年・母親は平成21年１月に他界
両親はすでに他界され、弟さんより伝えるも、笑って違うやろと、現在も両親
の死をなかなか受入れない。
口癖のように『退院したい。自宅へ戻って両親と一緒に暮らしたい』と話す。

本人は3人妹弟の長男　（キーパーソンは弟にて大野の実家で生活）
弟述…毎年退院の話が出ますが、実際に社会に出るのにサポート体制が
整っていない。サポート体制があったとしても、事件が起こらないとは限らない
し、私の家族や親戚に迷惑が掛かると困る。両親もすでに亡くなり、今更退院
して生活をと言われても困る。人間らしくさせてやりたいと思いますが、家族や
親戚とも共倒れはしたくない あんな事件を起こし近所に顔向け出来ないし

本人の意向 家族の意向

糖尿あり食事療法。
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 生年月　 : 1951年8月
 

 年齢　　 ：61歳

 既往歴　 ：高校2年時　蓄膿症のope受ける
 

生活歴　 ：3人妹弟の長男。18歳の頃より蓄膿症もあり変な臭いがすると２～
３回手術をしたが治らなかった。その後東京へ行き、暫く後福井に帰省する前
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阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
 

３回手術をしたが治らなかった。その後東京へ行き、暫く後福井に帰省する前
に長野に立ち寄り、そこで刃物を持っていたため逮捕され、上野刑務所に入
る。囚人と喧嘩となり、頭を殴られ約２ヶ月意識不明の状態であった。半身不
随になるとまで言われたが、八王子医療刑務所での治療により改善。出所後福

 井に戻る。　　　　　
 

現病歴　 ：昭和45年三精病院受診、ノイローゼと診断され病院を転々と受
診。　　　　　　　　　　　　　　　　昭和52年11月、幻聴あり実家近くの
ショッピングセンターにて、面識の無いパートのおばさんを、小頭大の石で殴
り瀕死の重傷を負わせ、当院へ措置入院となる。　　　　　現在、自閉・意欲

 低下・感情の平板化などの陰性症状を主体とした疎通欠陥状態である。
 

入院歴　 ：昭和52年11月21日　松原病院入院（措置入院）平成８年6月１日
 （任意入院変更現在に至る）

 

 その他（趣味・嗜好など）：趣味：特になし　　嗜好：コカコーラ飲用
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4
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 生年月　 : 1926年11月
 

 年齢　　 ：85歳

既往歴　 ：50歳代 高血圧　レイクヒルズ美方病院
55歳　胆石症　胆のう切除手術　福井病院
80歳　不安神経症　神経性胃腸炎　福井病院
81歳 身体表現性障害 敦賀温泉病院
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阻害因子
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：遅発性統合失調症　不安神経症
 

 合併症　 ：特になし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 81歳 身体表現性障害 敦賀温泉病院
 

生活歴　 ：青年学校卒業
農業協同組合に就職しタバコ店などでも働いていた。

 (その他詳細不明)
 

現病歴　 ：H19年12月夫が入院していた福井済生会病院からレイクヒルズ美方
病院へ転院になった事で本人強い不安と、恐怖感を感じるようになった。ま
た、頻尿のため診療所受診。処方された漢方薬を服用したところ下痢、嘔吐あ
り福井病院受診。神経性胃腸炎と診断される。それ以降、不安と恐怖感が増
し、動悸発作、被害妄想出現。自宅で一人で過ごす事が困難になりレイクヒル
ズ美方病院受診し入院。主治医より専門医受診勧められH20年5月22日敦賀温泉
病院初診。症状精査、薬物・精神療法のため同年6月19日当院転院となり現在

 に至る。
 

入院歴　 ：H19年12月～同年同月　神経性胃腸炎　福井病院
同年同月 H20年6月18日 不安神経症 レイクヒルズ病院

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

Ⅳ．環境因子　評価点 [９．非該当]は、便宜上、阻害因子としてグラフ化しています

同年同月～H20年6月18日　不安神経症　レイクヒルズ病院
 H20年6月19日～現在　気分障害　敦賀温泉病院入院

 

 その他（趣味・嗜好など）：手芸　洋裁
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1926年11月
 

 年齢　　 ：85歳

既往歴　 ：50歳代 高血圧　レイクヒルズ美方病院
55歳　胆石症　胆のう切除手術　福井病院
80歳　不安神経症　神経性胃腸炎　福井病院
81歳 身体表現性障害 敦賀温泉病院
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：遅発性統合失調症　不安神経症
 

 合併症　 ：特になし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 81歳 身体表現性障害 敦賀温泉病院
 

生活歴　 ：青年学校卒業
農業協同組合に就職しタバコ店などでも働いていた。

 (その他詳細不明)
 

現病歴　 ：H19年12月夫が入院していた福井済生会病院からレイクヒルズ美方
病院へ転院になった事で本人強い不安と、恐怖感を感じるようになった。ま
た、頻尿のため診療所受診。処方された漢方薬を服用したところ下痢、嘔吐あ
り福井病院受診。神経性胃腸炎と診断される。それ以降、不安と恐怖感が増
し、動悸発作、被害妄想出現。自宅で一人で過ごす事が困難になりレイクヒル
ズ美方病院受診し入院。主治医より専門医受診勧められH20年5月22日敦賀温泉
病院初診。症状精査、薬物・精神療法のため同年6月19日当院転院となり現在

 に至る。
 

入院歴　 ：H19年12月～同年同月　神経性胃腸炎　福井病院
同年同月 H20年6月18日 不安神経症 レイクヒルズ病院

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子
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同年同月～H20年6月18日　不安神経症　レイクヒルズ病院
 H20年6月19日～現在　気分障害　敦賀温泉病院入院

 

 その他（趣味・嗜好など）：手芸　洋裁
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 584

平成24年10月1日

老人ホームに行きたい 主治医との面接では転院せずこのまま病院で最期むかえると決定している。

本人の意向 家族の意向

足の痛みを訴え車いすを使用している。食事は自分で摂取することができるが、嘔吐することが頻回にあり現在は粥軟刻みを食べている。トイレはポータブル
を使用しているがうまく使えず周囲を汚染している。
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 生年月　 : 1918年3月
 

 年齢　　 ：94歳

 既往歴　 ：高血圧脳症　高脂血症　骨粗しょう症　白内障（H７年６月にOpe)
 

生活歴　 ：小学校時代から勉強が嫌い。小学校卒業後洋服屋で丁稚奉公生来
短気で易怒的。気に入らない事があるとかっとなる性格であった。２０歳頃お
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阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：男
 

主病名　 ：精神病質　精神遅滞　認知症
 (幻覚、妄想）

 

合併症　 ：高血圧症　前立腺肥大　腰痛
 骨粗しょう症

 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金

短気で易怒的。気に入らない事があるとかっとなる性格であった。２０歳頃お
こりっぽっくなり発症。昭和３３年４０歳頃笠原製糸場に勤務。その後演芸館

 で働きかっとなり蒔き割りを振り上げたりする。
 

 現病歴　 ：現在は落ち着いた生活を送っている。
 

 入院歴　 ：昭和３８年３月から現在まで当院入院。
 

 その他（趣味・嗜好など）：裁縫　音楽鑑賞　新聞を読む
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 584

平成24年10月1日

老人ホームに行きたい 主治医との面接では転院せずこのまま病院で最期むかえると決定している。

本人の意向 家族の意向

足の痛みを訴え車いすを使用している。食事は自分で摂取することができるが、嘔吐することが頻回にあり現在は粥軟刻みを食べている。トイレはポータブル
を使用しているがうまく使えず周囲を汚染している。
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 生年月　 : 1918年3月
 

 年齢　　 ：94歳

 既往歴　 ：高血圧脳症　高脂血症　骨粗しょう症　白内障（H７年６月にOpe)
 

生活歴　 ：小学校時代から勉強が嫌い。小学校卒業後洋服屋で丁稚奉公生来
短気で易怒的。気に入らない事があるとかっとなる性格であった。２０歳頃お
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Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：男
 

主病名　 ：精神病質　精神遅滞　認知症
 (幻覚、妄想）

 

合併症　 ：高血圧症　前立腺肥大　腰痛
 骨粗しょう症

 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金

短気で易怒的。気に入らない事があるとかっとなる性格であった。２０歳頃お
こりっぽっくなり発症。昭和３３年４０歳頃笠原製糸場に勤務。その後演芸館

 で働きかっとなり蒔き割りを振り上げたりする。
 

 現病歴　 ：現在は落ち着いた生活を送っている。
 

 入院歴　 ：昭和３８年３月から現在まで当院入院。
 

 その他（趣味・嗜好など）：裁縫　音楽鑑賞　新聞を読む
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

1:ごく軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 2:軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 4:やや高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1926年9月
 

 年齢　　 ：87歳

 既往歴　 ：なし
 

生活歴　 ：大正15年、4人兄弟の長男として出生。商業高校を卒業後、創造と
いう授業の師範を頼まれ3年勤務する傍ら、大学入試の勉強をしていた。両親
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

いう授業の師範を頼まれ3年勤務する傍ら、大学入試の勉強をしていた。両親
 は昭和61年に死亡。

 

現病歴　 ：２４歳のころ、大学入試を失敗したことにより不眠、徘徊、空笑
等の精神症状が出現し仕事を退職。当院受診し３年程入院加療の後軽快退院す
るも、拒食、衝動的行動出現し再入院となる。ロボトミー等実施するも改善な

 く、今に至っている。
 

入院歴　 ：昭和24年5月～昭和27年4月まで当院入院。昭和28年7月2日～当院
 入院中。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

1:ごく軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 2:軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 4:やや高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 1

平成24年12月29日

特になし 入院継続希望

本人の意向 家族の意向

仮面様無表情、周囲との感情的な接触は極めて困難。無為、自閉的生活を送っている。

本人の意向 家族の意向

健康状態

9 9 9
心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３ 音声と発
７．神経筋骨

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発
７ 運動に関

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケ シ ン

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

9

 生年月　 : 1926年9月
 

 年齢　　 ：87歳

 既往歴　 ：なし
 

生活歴　 ：大正15年、4人兄弟の長男として出生。商業高校を卒業後、創造と
いう授業の師範を頼まれ3年勤務する傍ら、大学入試の勉強をしていた。両親
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

いう授業の師範を頼まれ3年勤務する傍ら、大学入試の勉強をしていた。両親
 は昭和61年に死亡。

 

現病歴　 ：２４歳のころ、大学入試を失敗したことにより不眠、徘徊、空笑
等の精神症状が出現し仕事を退職。当院受診し３年程入院加療の後軽快退院す
るも、拒食、衝動的行動出現し再入院となる。ロボトミー等実施するも改善な

 く、今に至っている。
 

入院歴　 ：昭和24年5月～昭和27年4月まで当院入院。昭和28年7月2日～当院
 入院中。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 6:非常に高度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

5:高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1930年9月
 

 年齢　　 ：82歳

 既往歴　 ：特になし
 

生活歴　 ：昭和5年、2人兄弟の二男として出生（兄は昭和55年に死亡）。旧
制小学校高等科卒業後、日雇人夫などして暮らしていた。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

制小学校高等科卒業後、日雇人夫などして暮らしていた。
 

現病歴　 ：昭和27年ごろよりみんなと食事しなくなり、そのうち仕事もしな
くなった。家族に対する暴言・暴力がひどくなり、夜中に騒いだりすることが

 続き当院入院となった。
 

 入院歴　 ：昭和29年9月～当院入院中
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 6:非常に高度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

5:高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1930年9月
 

 年齢　　 ：82歳

 既往歴　 ：特になし
 

生活歴　 ：昭和5年、2人兄弟の二男として出生（兄は昭和55年に死亡）。旧
制小学校高等科卒業後、日雇人夫などして暮らしていた。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

制小学校高等科卒業後、日雇人夫などして暮らしていた。
 

現病歴　 ：昭和27年ごろよりみんなと食事しなくなり、そのうち仕事もしな
くなった。家族に対する暴言・暴力がひどくなり、夜中に騒いだりすることが

 続き当院入院となった。
 

 入院歴　 ：昭和29年9月～当院入院中
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

5:高度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

5:高度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

5:高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 3

平成25年1月4日

特になし 入院継続希望

本人の意向 家族の意向

表情乏しく、周囲との接触少ない。疎通不良。被害妄想強く、特に怒りっぽくなる。身の回りのことに対して全面的に介助が必要。
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 生年月　 : 1932年7月
 

 年齢　　 ：80歳

 既往歴　 ：特になし
 

生活歴　 ：昭和7年、5人兄弟の次女として出生（兄、弟、妹はすでに死
亡）。中学校卒業後、自家農業に従事。23歳の時東京都へ嫁ぎ、一児をもうけ
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

亡）。中学校卒業後、自家農業に従事。23歳の時東京都へ嫁ぎ、 児をもうけ
 る。

 

現病歴　 ：長男出産後、不眠が続き実家を飛び出したことにより、昭和32年
東京都の病院に1ヶ月入院する。昭和33年、自宅に帰り再発。昭和36年から制

 裁性亢進が強くなり反抗幻覚が出現、当院入院となる。
 

入院歴　 ：昭和32年9月～昭和32年11月（東京の病院）、昭和33年9月～昭和
 33年12月（当院）、昭和36年10月～（当院）
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

5:高度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

5:高度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

5:高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 3

平成25年1月4日

特になし 入院継続希望

本人の意向 家族の意向

表情乏しく、周囲との接触少ない。疎通不良。被害妄想強く、特に怒りっぽくなる。身の回りのことに対して全面的に介助が必要。
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 生年月　 : 1932年7月
 

 年齢　　 ：80歳

 既往歴　 ：特になし
 

生活歴　 ：昭和7年、5人兄弟の次女として出生（兄、弟、妹はすでに死
亡）。中学校卒業後、自家農業に従事。23歳の時東京都へ嫁ぎ、一児をもうけ
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

亡）。中学校卒業後、自家農業に従事。23歳の時東京都へ嫁ぎ、 児をもうけ
 る。

 

現病歴　 ：長男出産後、不眠が続き実家を飛び出したことにより、昭和32年
東京都の病院に1ヶ月入院する。昭和33年、自宅に帰り再発。昭和36年から制

 裁性亢進が強くなり反抗幻覚が出現、当院入院となる。
 

入院歴　 ：昭和32年9月～昭和32年11月（東京の病院）、昭和33年9月～昭和
 33年12月（当院）、昭和36年10月～（当院）
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

4:やや高度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

5:高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 1:ごく軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 3:中等度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成24年12月29日

特になし 入院継続希望
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見当識不良、感情不安定。抽象的・複雑な内容については理解不能。日常生活は非自立的で指示がないと動くことができず、介助も要する。

本人の意向 家族の意向

健康状態

9 9 9
心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３ 音声と発
７．神経筋骨

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発
７ 運動に関

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケ シ ン

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

9

 生年月　 : 1937年1月
 

 年齢　　 ：75歳

 既往歴　 ：特になし
 

生活歴　 ：昭和12年、3兄弟の長男として出生（姉と妹はすでに死亡）。小学
校には母が毎日連れて行ったが、物を覚えることができなかった。小学校卒業
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

校には母が毎日連れて行ったが、物を覚えることができなかった。小学校卒業
 後の昭和25年、軽井沢療育園に入所。昭和31年に退所する。

 

現病歴　 ：生来の精神薄弱で、軽井沢療育園退所後しばらくは家にいたが、
昭和32年栗田寮に入所する。昭和33年頃より徐々に興奮状態となり、昭和34年

 某事務所に侵入、乱暴をはたらき当院入院となる。
 

 入院歴　 ：昭和34年7月～当院入院中。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

4:やや高度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

5:高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 1:ごく軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 3:中等度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成24年12月29日

特になし 入院継続希望

4
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見当識不良、感情不安定。抽象的・複雑な内容については理解不能。日常生活は非自立的で指示がないと動くことができず、介助も要する。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

校には母が毎日連れて行ったが、物を覚えることができなかった。小学校卒業
 後の昭和25年、軽井沢療育園に入所。昭和31年に退所する。

 

現病歴　 ：生来の精神薄弱で、軽井沢療育園退所後しばらくは家にいたが、
昭和32年栗田寮に入所する。昭和33年頃より徐々に興奮状態となり、昭和34年

 某事務所に侵入、乱暴をはたらき当院入院となる。
 

 入院歴　 ：昭和34年7月～当院入院中。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 2:軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 1:ごく軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

5:高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

自宅に帰ることは望まない　帰ってくる場所がない　病院で過ごせるならばこ
のままがいいと思っている

1-7

平成24年12月19日

　家にかえりたい　　けどあかん　といわれている　自分では何もできへん
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 年齢　　 ：68歳

生活歴　 ：K市にて同胞５人兄弟の4番目で誕生　中学2年までは成績優秀です
 ごす。しかし、友人は少なかった
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 精神障害手帳：　２級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴  ：中学3年のころから保清に無頓着となり、勉強にも集中できず成績
が落ち出す。卒業後就職するが、奇異行動が目立ち退職となる。昭和35年7月
から4ヶ月入院（精神科病院）その後も暴力的となり、隣家のガラスを割る・

 母親に暴力を振るうようになり昭和36年11月に当院入院となる
 

入院歴　 ：昭和35年7月4日～11月１５日　多度病院　　昭和36年11月６日～
 現在に至る

 

 その他（趣味・嗜好など）：野球（プロ・高校）ともに好き
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 2:軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 1:ごく軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

5:高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

自宅に帰ることは望まない　帰ってくる場所がない　病院で過ごせるならばこ
のままがいいと思っている

1-7

平成24年12月19日

　家にかえりたい　　けどあかん　といわれている　自分では何もできへん

本人の意向 家族の意向
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 年齢　　 ：68歳

生活歴　 ：K市にて同胞５人兄弟の4番目で誕生　中学2年までは成績優秀です
 ごす。しかし、友人は少なかった
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心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

１．製品と

用具

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 精神障害手帳：　２級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴  ：中学3年のころから保清に無頓着となり、勉強にも集中できず成績
が落ち出す。卒業後就職するが、奇異行動が目立ち退職となる。昭和35年7月
から4ヶ月入院（精神科病院）その後も暴力的となり、隣家のガラスを割る・

 母親に暴力を振るうようになり昭和36年11月に当院入院となる
 

入院歴　 ：昭和35年7月4日～11月１５日　多度病院　　昭和36年11月６日～
 現在に至る

 

 その他（趣味・嗜好など）：野球（プロ・高校）ともに好き
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 2:軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

3:中等度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

4:やや高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 2:軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成24年12月20日

このまま入院していたい 家で面倒は見れない　入院しているかどこかの施設で面倒を見てほしい

2-2

本人の意向 家族の意向

1カ月に1回ほど軽度のイレウス症状を呈する　治療にて改善
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 生年月　 : 1940年7月
 

 年齢　　 ：72歳

 既往歴　 ：不整脈（完全右脚ブロック）　肺炎　　肋骨骨折
 

生活歴　 ：学校卒業後大阪でクリーニング店に勤め（６年ほど）２２歳で退
職して家でぶらぶらしていた。会社員の家庭に育ち父親は割合厳格であった。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：腸閉塞　高血圧　
 

 障害者手帳：不明
 

 経済（収入）：　なし
 

職して家でぶらぶらしていた。会社員の家庭に育ち父親は割合厳格であった。
人の話を聞こうとしない、空笑、部屋に閉じこもり寝たり起きたりの生活。昭

 和３８年・４２年ごろ当院診察歴あり
 

現病歴　 ：昭和４４年に当病院に入院治療を続ける。その間骨折腸閉塞など
を合併し治療を行う。年齢を重ねるにつれて精神症状は緩和、認知症症状が出
現している。最近は腸閉塞様症状を起こし、その都度治療にて安定した生活を

 送る。
 

入院歴　 ：昭和４４年に当病院に入院治療を続ける。その間骨折腸閉塞など
を合併し治療を行う。年齢を重ねるにつれて精神症状は緩和、認知症症状が出
現している。最近は腸閉塞様症状を起こし、その都度治療にて安定した生活を
送る。今後は特に便秘に注意しながら健康管理のできる介護施設での生活が可

 能
 

 その他（趣味・嗜好など）：好き嫌いなく何でも食べる
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 2:軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

3:中等度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

4:やや高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 2:軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成24年12月20日

このまま入院していたい 家で面倒は見れない　入院しているかどこかの施設で面倒を見てほしい

2-2

本人の意向 家族の意向

1カ月に1回ほど軽度のイレウス症状を呈する　治療にて改善
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 生年月　 : 1940年7月
 

 年齢　　 ：72歳

 既往歴　 ：不整脈（完全右脚ブロック）　肺炎　　肋骨骨折
 

生活歴　 ：学校卒業後大阪でクリーニング店に勤め（６年ほど）２２歳で退
職して家でぶらぶらしていた。会社員の家庭に育ち父親は割合厳格であった。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：腸閉塞　高血圧　
 

 障害者手帳：不明
 

 経済（収入）：　なし
 

職して家でぶらぶらしていた。会社員の家庭に育ち父親は割合厳格であった。
人の話を聞こうとしない、空笑、部屋に閉じこもり寝たり起きたりの生活。昭

 和３８年・４２年ごろ当院診察歴あり
 

現病歴　 ：昭和４４年に当病院に入院治療を続ける。その間骨折腸閉塞など
を合併し治療を行う。年齢を重ねるにつれて精神症状は緩和、認知症症状が出
現している。最近は腸閉塞様症状を起こし、その都度治療にて安定した生活を

 送る。
 

入院歴　 ：昭和４４年に当病院に入院治療を続ける。その間骨折腸閉塞など
を合併し治療を行う。年齢を重ねるにつれて精神症状は緩和、認知症症状が出
現している。最近は腸閉塞様症状を起こし、その都度治療にて安定した生活を
送る。今後は特に便秘に注意しながら健康管理のできる介護施設での生活が可

 能
 

 その他（趣味・嗜好など）：好き嫌いなく何でも食べる
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

5:高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 5:高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 5:高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

3:中等度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 6:非常に高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 5:高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

5:高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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6
1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

家で面倒が見れらない　高齢で病気もあるので入院していてほしい

3-2

平成24年12月22日

本人からの意思表示はない
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 生年月　 : 1926年5月
 

 年齢　　 ：86歳

 既往歴　 ：乳がん
 

 生活歴　 ：詳細不明
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

5:高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 5:高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 5:高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

3:中等度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 6:非常に高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 5:高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

5:高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

家で面倒が見れらない　高齢で病気もあるので入院していてほしい

3-2

平成24年12月22日
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 主病名　 ：統合失調症　　
 

 合併症　 ：乳がん
 

 障害者手帳：不明
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 現病歴　 ：昭和３８年５月２日～
 

 入院歴　 ：昭和３８年５月２日～
 

 その他（趣味・嗜好など）：なし
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

　患者も自分たちも高齢になり、思うように動けない　患者にはできる限りのこ
とをしてあげたいと思っている。

4-2

平成24年12月18日

年をとったから体も弱くなり、前のように動けないので何もしたくない。
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 生年月　 : 1944年3月
 

 年齢　　 ：68歳

 既往歴　 ：特になし
 

生活歴　 ：僧侶の家に生まれる。同報4人の第4子。発育が遅れていたため、
小学校は1年遅れて入学する。高校卒業後、就職。約2年半勤務。会社倒産に伴
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 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
 

小学校は1年遅れて入学する。高校卒業後、就職。約2年半勤務。会社倒産に伴
い退職。その後兄の家で家事手伝いをしていた。その後再就職するも長続きせ

 ず職を転々とする。
 

現病歴　 ：昭和41年1月ごろより、仕事をせず自閉的機構も認められ、夜間不
眠。精神科受診し外来通院する。その後仕事ができるようになるも、昭和44年
3月ごろより落ち着きがなくなり、独語、空笑、家族に対する暴力行為等によ
り当院入院となる。現在は幻聴、妄想活発。妄想が原因で他者に対する攻撃的

 言動等みられるも大きなトラブルには至らず。
 

 入院歴　 ：昭和44年～入院
 

 その他（趣味・嗜好など）：手紙を書くこと
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

　患者も自分たちも高齢になり、思うように動けない　患者にはできる限りのこ
とをしてあげたいと思っている。

4-2

平成24年12月18日

年をとったから体も弱くなり、前のように動けないので何もしたくない。
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 生年月　 : 1944年3月
 

 年齢　　 ：68歳

 既往歴　 ：特になし
 

生活歴　 ：僧侶の家に生まれる。同報4人の第4子。発育が遅れていたため、
小学校は1年遅れて入学する。高校卒業後、就職。約2年半勤務。会社倒産に伴
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
 

小学校は1年遅れて入学する。高校卒業後、就職。約2年半勤務。会社倒産に伴
い退職。その後兄の家で家事手伝いをしていた。その後再就職するも長続きせ

 ず職を転々とする。
 

現病歴　 ：昭和41年1月ごろより、仕事をせず自閉的機構も認められ、夜間不
眠。精神科受診し外来通院する。その後仕事ができるようになるも、昭和44年
3月ごろより落ち着きがなくなり、独語、空笑、家族に対する暴力行為等によ
り当院入院となる。現在は幻聴、妄想活発。妄想が原因で他者に対する攻撃的

 言動等みられるも大きなトラブルには至らず。
 

 入院歴　 ：昭和44年～入院
 

 その他（趣味・嗜好など）：手紙を書くこと
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 3:中等度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

家族の代が変わり　自分たちでは面倒が見れない

5-12

平成24年12月20日
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9

 生年月　 : 1937年7月
 

 年齢　　 ：75歳

 既往歴　 ：不明
 

生活歴　 ：5人同胞の第２子次男として出生。自宅は農業。父親は心臓麻痺で
死亡、母親もすでに死亡しているが、理由等は不明である。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　非該当
 

 経済（収入）：　なし
 

死亡、母親もすでに死亡しているが、理由等は不明である。
 

 現病歴　 ：幻覚（幻聴）妄想あり
 

 入院歴　 ：時期は不明だが、当院入院歴あり、途中無断離院にて退院となる
 

 その他（趣味・嗜好など）：喫煙
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 3:中等度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

家族の代が変わり　自分たちでは面倒が見れない

5-12

平成24年12月20日

本人からの意思表示はない
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 生年月　 : 1937年7月
 

 年齢　　 ：75歳

 既往歴　 ：不明
 

生活歴　 ：5人同胞の第２子次男として出生。自宅は農業。父親は心臓麻痺で
死亡、母親もすでに死亡しているが、理由等は不明である。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　非該当
 

 経済（収入）：　なし
 

死亡、母親もすでに死亡しているが、理由等は不明である。
 

 現病歴　 ：幻覚（幻聴）妄想あり
 

 入院歴　 ：時期は不明だが、当院入院歴あり、途中無断離院にて退院となる
 

 その他（趣味・嗜好など）：喫煙
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 5:高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 4:やや高度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 2:軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

4:やや高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

家族の代が変わり　自分たちでは面倒が見れない

5-23

平成24年12月18日
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9

 生年月　 : 1949年6月
 

 年齢　　 ：63歳

 既往歴　 ：不明
 

 生活歴　 ：兄弟はおらず、小学４年生までしか就学していない
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：不明
 

 障害者手帳：不明
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　なし
 

現病歴　 ：知的レベルは低く、自己の思いを言葉にできずオウム返しの状況
 であり、他者とコミュニケーションを図ることは不可である

 

 入院歴　 ：１０歳で精神科病院入院歴あり
 

 その他（趣味・嗜好など）：特にない
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 5:高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 4:やや高度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 2:軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

4:やや高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

家族の代が変わり　自分たちでは面倒が見れない

5-23

平成24年12月18日
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 生年月　 : 1949年6月
 

 年齢　　 ：63歳

 既往歴　 ：不明
 

 生活歴　 ：兄弟はおらず、小学４年生までしか就学していない
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：不明
 

 障害者手帳：不明
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　なし
 

現病歴　 ：知的レベルは低く、自己の思いを言葉にできずオウム返しの状況
 であり、他者とコミュニケーションを図ることは不可である

 

 入院歴　 ：１０歳で精神科病院入院歴あり
 

 その他（趣味・嗜好など）：特にない
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 4:やや高度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 4:やや高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

5:高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 14

平成25年1月9日
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 生年月　 : 1936年2月
 

 年齢　　 ：76歳

既往歴　 ：昭和30年　腎炎（未治療）
昭和48年　痔出血による高度貧血（外科手術後）
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 精神障害手帳：　１級
 

 障害程度区分：　非該当
 

 経済（収入）：　なし
 

生活歴　 ：二人同胞の第二子。中学校の成績は中位。中卒後、地元の製陶工
場に工員として就職した。職場の野球部では捕手で、活動的であった。
昭和30年12月(19歳時)、家族の転居に伴い退職し、航空会社に入社したが2-3

 日で出勤しなくなり、以後就労していない。
 

現病歴　 ：昭和31年初め頃より自宅に引きこもっていた。昭和32年12月、隣
家の来客に対し突然怒鳴り、その頃から不眠、被害妄想、粗暴行為が著しく
なったため同年12月13日に当院に入院し、以来入院を継続している。

 幻聴、妄想が持続し、言語の解体も認める。
 

 入院歴　 ：昭和32年12月13日～現在（1回）
 

その他（趣味・嗜好など）：趣味：野球、碁
 飲酒（－）、喫煙（－）、ギャンブル(－)
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 4:やや高度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 4:やや高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

5:高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4
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患者ID 14

平成25年1月9日
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 生年月　 : 1936年2月
 

 年齢　　 ：76歳

既往歴　 ：昭和30年　腎炎（未治療）
昭和48年　痔出血による高度貧血（外科手術後）
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 精神障害手帳：　１級
 

 障害程度区分：　非該当
 

 経済（収入）：　なし
 

生活歴　 ：二人同胞の第二子。中学校の成績は中位。中卒後、地元の製陶工
場に工員として就職した。職場の野球部では捕手で、活動的であった。
昭和30年12月(19歳時)、家族の転居に伴い退職し、航空会社に入社したが2-3

 日で出勤しなくなり、以後就労していない。
 

現病歴　 ：昭和31年初め頃より自宅に引きこもっていた。昭和32年12月、隣
家の来客に対し突然怒鳴り、その頃から不眠、被害妄想、粗暴行為が著しく
なったため同年12月13日に当院に入院し、以来入院を継続している。

 幻聴、妄想が持続し、言語の解体も認める。
 

 入院歴　 ：昭和32年12月13日～現在（1回）
 

その他（趣味・嗜好など）：趣味：野球、碁
 飲酒（－）、喫煙（－）、ギャンブル(－)
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 5:高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 3:中等度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

4:やや高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1942年10月
 

 年齢　　 ：70歳

 既往歴　 ：特になし
 

生活歴　 ：同峰5名中第１子。両親によって養育、中学校卒業。翌年水害で
母・妹を亡くす。２ヵ月程店員の職歴はあるが以後家で家事手伝い。未婚。
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
 

母・妹を亡くす。２ヵ月程店員の職歴はあるが以後家で家事手伝い。未婚。
 

現病歴　 ：昭和４０年３月から幻聴、無為、好褥あり第４回入院。残遺状態
続き、他との接触性も乏しく時に易怒、拒絶、被害的になることもあり現在に

 至る。
 

入院歴　 ：昭和３５年５月～９月　第１回
昭和３６年９月～昭和３７年３月　第２回

 昭和３８年２月～昭和３９年１２月　第３回　
 

 その他（趣味・嗜好など）：なし
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 5:高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 3:中等度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

4:やや高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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平成25年1月25日

21

本人の意向 家族の意向本人の意向 家族の意向

健康状態

9 9 9
心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３ 音声と発
７．神経筋骨

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発
７ 運動に関

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケ シ ン

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

9

 生年月　 : 1942年10月
 

 年齢　　 ：70歳

 既往歴　 ：特になし
 

生活歴　 ：同峰5名中第１子。両親によって養育、中学校卒業。翌年水害で
母・妹を亡くす。２ヵ月程店員の職歴はあるが以後家で家事手伝い。未婚。
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
 

母・妹を亡くす。２ヵ月程店員の職歴はあるが以後家で家事手伝い。未婚。
 

現病歴　 ：昭和４０年３月から幻聴、無為、好褥あり第４回入院。残遺状態
続き、他との接触性も乏しく時に易怒、拒絶、被害的になることもあり現在に

 至る。
 

入院歴　 ：昭和３５年５月～９月　第１回
昭和３６年９月～昭和３７年３月　第２回

 昭和３８年２月～昭和３９年１２月　第３回　
 

 その他（趣味・嗜好など）：なし
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 5:高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

4:やや高度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 5:高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 5:高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

5:高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1931年4月
 

 年齢　　 ：81歳

既往歴　 ：昭和27年頃発症（幻聴・不眠・被害関係妄想・無為等）。3ヵ月ほ
 ど入院し軽快で退院する。その約半年後に症状再燃。

 

生活歴 ：両親によって養育。幼少期時、特に問題なし。高等小学校卒業
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：脳梗塞後遺症　貧血
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

生活歴  ：両親によって養育。幼少期時、特に問題なし。高等小学校卒業
 後、4年ほど工場務めをした。

 

現病歴　 ：昭和34年2月措置入院（第2回）昭和60年8月措置解除となるがその
 後もまったく発語せず拒絶は強い。通院加療、任意入院は困難な状態。

 

入院歴　 ：第1回　昭和27年3月19日～昭和27年6月18日
 第2回　昭和34年2月26日～現在に至る

 

 その他（趣味・嗜好など）：不明　
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 5:高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

4:やや高度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 5:高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 5:高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

5:高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1931年4月
 

 年齢　　 ：81歳

既往歴　 ：昭和27年頃発症（幻聴・不眠・被害関係妄想・無為等）。3ヵ月ほ
 ど入院し軽快で退院する。その約半年後に症状再燃。

 

生活歴 ：両親によって養育。幼少期時、特に問題なし。高等小学校卒業
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：脳梗塞後遺症　貧血
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

生活歴  ：両親によって養育。幼少期時、特に問題なし。高等小学校卒業
 後、4年ほど工場務めをした。

 

現病歴　 ：昭和34年2月措置入院（第2回）昭和60年8月措置解除となるがその
 後もまったく発語せず拒絶は強い。通院加療、任意入院は困難な状態。

 

入院歴　 ：第1回　昭和27年3月19日～昭和27年6月18日
 第2回　昭和34年2月26日～現在に至る

 

 その他（趣味・嗜好など）：不明　
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系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子
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